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グリーンセンター豊川との対談

ＪＡひまわりが、その管内に設置した６店舗

。の直売所のひとつであるグリーンセンター豊川

会員が毎日丹精込めた野菜を各店舗へ届けてい

ます。平成２４年１２月にリニューアルオープ

ンいたしました。野菜はもちろんのこと、お花

も人気のお店です。

その取組内容や開設の経緯などを取材しまし

た。

【ポイント】

○ どの時間でも豊富に陳列されている農産物

○ お客様・出荷者との距離感が近く、楽しく過ごせる店舗に

○ 企業とのコラボ商品開発や行政との連携も

ＪＡひまわりが運営する直売所で一番の売り上げのグリーンセンター豊川

運営はどこが主体で行っているのでしょうか。農政局：

ＪＡひまわりが行っています。当ＪＡが運営するグリーンセンター豊川：

する直売所はグリーンセンター豊川、グリーンセンター一宮、グリーン

センター音羽。加えて３ヶ所の産直ひろばがあり、そのうち１ヶ所は

Aコープの中にあります。狭い範囲に６ヶ所も

あるので、イベントに力を入れている店舗、

特産物コーナーを備える店舗、お客様に安心

してもらえる品揃えの店舗など、全ての店舗

で特色が出るよう工夫しています。このため

良いと思ったことはすぐに取り組み、失敗を

恐れず色々なことにチェレンジしています。

近年の売り上げや来客数はいかがでしょうか。農政局：

グリーンセンター豊川の外観

店内の様子
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令和２年度の売り上げは約１１億円、来客数は約グリーンセンター豊川：

５９万人でした。６年前と比較すると、売上

高は４０％ほど、来客数は８％ほど増加して

おり、年々増加しています。また、お客様の

ニーズに応え生鮮品以外の食品も取り扱いを

始めたことにより、当店だけで全ての買い物

を済ませることができるようになった結果、

顧客単価も上がっています。

夕方・閉店間際でも豊富に陳列される農産物

グリーンセンター豊川へ出荷されるのはどのような方達でしょう農政局：

か。

ＪＡひまわりの登録会グリーンセンター豊川：

員で、約１，２５０名います。

地元の方達にとって、グリーンセンタ農政局：

ー豊川への出荷はどのようなメリットがあり

ますか。

当店では朝だけでなグリーンセンター豊川：

く、閉店までであればどの時間でも農産物を

受け入れています。夕方に持ってくる人も多

いですが、そうすることで１日中商品を豊富

に陳列することができます。閉店間際に来店

したお客様の選択肢を減らしてしまうことがありません。このため、夕

方以降であっても、多くのお客様に来ていただいています。

出荷された生鮮品などの値決めはグリーンセンター豊川で行って農政局：

いるのでしょうか。

いえ、出荷者が自らが値決めをし、当店は価格にグリーンセンター豊川：

ついてのアドバイスを行っています。鮮度の面から店頭で販売できなく

平棚での陳列

従業員のアイディアで

生まれたメガ盛り
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なった物は、出荷者に引き取りに来てもらいます。その後、値下げをす

る、セット販売をするなどで再度出荷することも可能です。

引き取りに来てもらうタイミングは「出荷から３日目」のように農政局：

具体的に決められているのでしょうか。

特に数字的な決まりグリーンセンター豊川：

はありません。ですが、陳列された商品をＪ

Ａ職員のプロの目で鮮度などを確認し、引き

取りに来てもらうかを決定しています。お客

様は野菜の鮮度に大きな期待を持っていると

思いますので、それに応えられるようしっか

りとした品質チェックを行っています。

明るくお客様との距離が近い店内

もう夕方なのですが、確かにお客様農政局：

が多いです。

お客様が来店した瞬グリーンセンター豊川：

間に「物が多い 「わくわくする」と思って」

もらえるような店作りを心がけています。売

、 、り上げだけでなく 様々な面から分析を行い

お店の方向性を考えています。また、店内の

雰囲気をよりよくする一環として、通常の蛍

光灯に加え、多くの電球も設置し、店内をか

なり明るくしています。経費の削減はもちろ

ん必要ですが、それ以上に店内の明るさが重

要と考えましたので。

お店の従業員に話しかけているお客様もいます。農政局：

距離感のない接客を心がけています。食べ方や生グリーンセンター豊川：

産履歴などを話すことが多いです。昔の八百屋さんのように、コミュニ

花き類の販売コーナー

みかわ牛の販売指定店証
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ケーションがとれる店舗であり続けたいです。懐かしさ、ＪＡらしさが

出せる楽しめる場所としたいです。

商品の陳列も工夫されていますね。農政局：

店舗は広くないですグリーンセンター豊川：

から、空間の効率的な利用や商品の回転率を

上げることなどに気をつけています。ほとん

どを立体的な陳列にし、最大で４段になって

います。分かりやすい陳列にもなっていると

思います。また、どの時間でも出荷可能にし

ているのはこうした点からも有効です。

野菜以外の商品も多くあります。農政局：

花き類の取り扱いはグリーンセンター豊川：

この店舗の特徴と思います。顧客単価のうちの１割は花き類が占めてい

ます。また、地元産の肉である「みかわ牛 「豊川エコポーク」がよく売」

れていますし、お米も袋だけでなく量り売りもしています。

生鮮品以外はどのような物がありますか。農政局：

お弁当や総菜、野菜グリーンセンター豊川：

とともに買いたいというニーズに応えた鍋つ

ゆなどがあります。また、企業ととのコラボ

商品であるトマトと大葉のスープや米粉で作

ったカレー粉なども取り扱っています。

。農政局：企業との連携も行っているのですね

愛知県庁との連携もグリーンセンター豊川：

行っています。現在は愛知県農業総合試験場

「 」が開発したブランドみかん あかね夕焼け姫

をＰＲしながら販売しています。

３段の陳列棚

コラボ商品
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楽しく出荷・買い物ができる店舗に

今後の目標などを教えてください。農政局：

出荷者の高齢化は全国的な課題で、ＪＡひまわりグリーンセンター豊川：

の管内でもそれは同様です。ですが１，０００万円を超える方も１５名

程度いますし、逆に小規模な生産者も増えています。若い方の参入もあ

るなど、たくさんの層ができています。こうした方達にどう指導してい

くかが鍵になると考えています。１０年後であっても鮮度も出荷量も安

定した農産物を出荷してもらえるよう、どのように指導・育成をしてい

くべきなのか、ＪＡ担当者も考え成長していく必要があります。それで

も、出荷者やお客様にとってコミュニケーションの場として、楽しんで

出荷・買い物をしていただける店舗であり続けたいと思っています。

ありがとうございました。農政局：

愛知県庁と連携した

ブランドみかん「あかね夕焼け姫」の販売




